
■ 今後の業務改善に向けた考え方
　平成２８年度主催事業についても、年間を通して行う事業や野外体験活動、自然素材を活用した工作
教室、市と連携した家庭の日応援プロジェクトなど、施設周辺の恵まれた自然環境や民間のノウハウを
活かした事業が開催されました。また、利用者からのアンケート結果における要望・意見を踏まえ、多
くの市民が興味を持てるようなテーマ設定など事業内容を検討し、廃止・継続も踏まえて主催事業のさ
らなる充実を目指すことについて、職員間で検討を重ね、改善が見られます。今後も、利用者の高い満
足度を維持するために、施設職員としての資質や接遇の向上はもとより、野外活動等に関して、適切な
募集定員数や対象者の見直し等の改善を図るよう指導を行います。そして、利用者の視点に立った社会
教育施設として効果的な運営を進めるため、毎月の連絡連絡調整会議を通じて確認及び指導を行いま
す。
　また、今後施設の老朽化について、指定管理者と市が施設の現状を的確に把握し、利用者が安全かつ
快適に施設を利用できるよう、計画的に施設修繕を行う必要があります。

■ モニタリングの総合コメント
　少年自然の家及び水沢市民広場の管理運営状況については、豊かな自然環境の中で、集団宿泊訓練、
野外活動、自然探求等を通じて心身ともに健全な青少年の育成を図ることを目的とした社会教育施設と
しての目的を十分に達成し、各項目とも、概ね事業計画に合致した管理運営が行われました。また、自
然を活かした大門池でのカヤック体験や工作体験など民間のノウハウを活かした多様なプログラムを利
用者に提供し、指定管理者制度導入の趣旨である効率的・効果的な運営がなされています。平成２８年
度はイベント開催時に大雨や大雪になるなど天候に恵まれず、施設利用実績及び利用料金収入が昨年度
より減少しましたが、予算額を上回る結果となりました。
　施設の維持・管理については、施設の老朽化、経年劣化に伴う故障や保守点検での指摘等に対して、
適切に修繕を行うなど良好であると判断します。
　施設運営や利用者への対応については、施設利用者や主催事業の参加者にアンケートを行い、直接、
利用者からの声を聞き、改善点や要望、ニーズに応えるよう努力しています。アンケート結果をみて
も、職員の対応等について高い評価が得られています。また、教育委員会指導課開催の自然教室運営委
員会の中でも、指導課・学校等からの意見や要望について、「誠実に対応する姿勢が見られる。」とい
う報告があります。また、周辺施設の環境学習情報センター、ふれあい牧場、スポーツランドと連携し
た４施設合同事業を年２回春と秋に実施したり、地域のイベントや他の類似施設・団体との共催事業、
出前講座を開催したりすることで施設のＰＲに大きくつながっています。

指定管理者

　名　称　　　株式会社　小学館集英社プロダクション

　代表者　　　代表取締役　　都築　伸一郎

　住　所　　　東京都千代田区神田神保町２丁目３０番地

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、毎月開催する連絡調整会議におい
て、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用者アンケート、指定管理者へのヒ
アリング等により把握するとともに、指定管理者が実施する主催事業や自然教室に
ついては、市職員が適宜行うモニタリングや参加者アンケート等を基に改善点等を
協議しました。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごと
に、具体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニ
タリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しまし
た。

担当部課
（問合せ先）

こども未来部こども未来課青少年育成室

　ＴＥＬ：０５９－３５４－８２４７

　Ｅ－mail：ikuseishitsu@city.yokkaichi.mie.jp

平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート平成２８年度 指定管理者モニタリングレポート

施 設 名
四日市市少年自然の家
四日市市水沢市民広場

所 在 地
四日市市水沢町字大谷１４２３－２
四日市市水沢町２５２－６３
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基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

 合目的性・公平性・効果性

業務内容

 機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

 責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

 明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

 安全性（安全管理、緊急時等の対応）

 社会性（環境等への配慮）

事業収支

 経済性

団体の経営状態

 経営の健全性

その他

障害者雇用に対する取組み

　法人における障害者雇用率は2.12%であり、法定雇用率を達成しました。

　少年自然の家条例・水沢市民広場の設置及び管理に関する条例及び仕様書に基づき適切に管理運営が
行われました。利用の公平性・平等性の観点から、繁忙月（７月・８月）については、公開抽選会を行
うなど、公平性の確保に努めていました。また、ホームページ及び市広報の他、民間の子育て情報誌等
を活用するなど、主催事業の案内等の情報提供に努めていました。

　貸借対照表、損益計算書等を分析した結果、経営は安定しており、特に問題はないと判断しました。

　自然を活用し、大門池でのカヤック体験や趣向を凝らした宿泊体験など、自然に親しむことの醍醐味
を幅広く利用者に提供することができました。また、豊富な活動プログラムを準備し、天候に応じて柔
軟に活動を変更することで利用者のニーズに対応していました。また、季節に応じた主催事業や昨年度
にアンケートで要望のあった小学校低学年を対象とした事業を実施し、幅広い年代が参加できるような
活動の企画に取り組み、指定管理者として機能性を発揮していました。

　施設は、所長を中心に総務課（経理等を担当）、指導課（主催事業・受入事業を担当）の２課制によ
り組織され、適切に運営をしていました。毎朝の朝礼で施設や利用者情報の共有化等を行うとともに、
月１回以上の職員会議において、緊急時体制の確認及び危機管理マニュアルの読み合わせや、主催事業
の企画や反省、修繕箇所の対応、安全管理、ヒヤリハット報告と対応策等を協議していました。管理責
任者（所長）、防火管理者及び危険物取扱者も選任され、宿泊利用がある場合は、宿直１名・補助者１
名計２名が配置され、非常時の誘導等に備えるなど適切に職員が配置されていました。

　施設利用料の収入、給食業務受託者が使用する電気代・水道代の請求及び収入、人件費及び管理費等
の支出については、月例の事業報告及び連絡調整会議時に領収書・経理簿等で確認し、適切に処理され
ていました。施設の保守点検等の報告書類も作成・整備され、適切に処理されていました。

　毎年、危機管理マニュアルと四日市市・少年自然の家・小学館集英社プロダクションとの緊急連絡体
制表を見直し、作成しています。そして、感染症対応マニュアルやカヤックの安全基準指導マニュアル
等も見直し、適切に対応していました。また、平成２８年度より自衛消防団を結成し、避難訓練・火災
避難誘導訓練・消火訓練（4月22日、6月7日、10月28日）を適切に実施していました。各種警報等の発令
時には、利用者等に対して迅速に周知するなど適切に対処していました。

　指定管理初年度（平成２５年度）から実施している開館日数を維持し、主催事業を創意工夫しました
が、大雪など天候の影響などもあり、その結果、利用者実績は昨年度実績より少なくなりましたが、年
度当初計画より約５千人増加しており、収入についても約８１万円の増額となりました。
　支出については、広報活動も兼ねて、他団体との共催事業や出店を多く無料で実施したことで、支出
が増加したもののサービスの維持向上を図りつつ経営努力をしたことで、年度当初計画より約５４万円
の増額に留められました。その結果、収支としては約２８万円の黒字となりました。

　利用者が出したゴミは原則持ち帰りであることを利用者に周知し、協力を依頼するなどゴミの減量に
努めていました。野外炊事やキャンプファイア等での薪の使用についても、適量での使用を呼びかける
など環境に配慮するとともに、施設内においても「照明、冷暖房のスイッチ確認」「ごみの分別」等、
省エネにに努めていました。

-115-



１．施設の概要 平成２８年度　

施設名

所在地

設置目的

設置の根拠

（法令、条例等）

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

事業概要

２．運営状況

計画対比

開館日数 ３５７日 ３５７日 計画通り

開館時間 ８：３０～１７：３０ ８：３０～１７：３０ 計画通り

３．利用実績

計画対比

延べ利用者数 ５０，０００人 ５５，６９８人 ５，６９８人

平均利用率 平均 １４０．０人／日 １５６．０人／日 １６．０人／日

施設概要調書

四日市市少年自然の家
所管課：こども未来部こども未来課
                                        青少年育成室

四日市市水沢町字大谷１４２３－２
設置年月：本館　昭和６２年１１月    ８日

　　　　    分館    昭和４８年　７月３１日

　豊かな自然の中で集団宿泊訓練、自然探求等を通じて、規律、協同、友愛、奉仕の精神
を養い、心身ともに健全な青少年の育成を図る。

四日市市少年自然の家条例（昭和６２年３月３１日条例第２２号）

施設の概要

設備の概要

382,000㎡（うち、ふれあいの森260,000㎡）

    　　 本館3,066㎡　分館1,339㎡

本館　構造：鉄筋コンクリート（地上３階、地下１階）宿泊定員１７７人
　　　１階　事務室、医務室、会議室、浴室、総合研修兼体育館等
　　　２階　宿泊室、食堂、リーダー室等
　　　３階　宿泊室、研修室、リーダー室等
分館　構造：鉄筋コンクリート２階建　宿泊定員１０１人
　　　１階　研修室、大広間、創作室、乾燥室、リーダー室等
　　　２階　宿泊室、講義室、リーダー室等
キャンプ場、野外炊事場、ふれあいの森、自然の家駐車場

・少年自然の家及び水沢市民広場の管理運営に関する業務。
・少年自然の家及び水沢市民広場の使用許可及び受入等に関すること。
・少年自然の家における主催事業の実施に関すること。
・少年自然の家の利用料金の徴収等に関すること。
・少年自然の家及び水沢市民広場の施設並びに付属施設や設備の維持管理に関するこ
と。
・その他、少年自然の家及び水沢市民広場の管理運営に関して四日市市及び教育委員
会が必要と認めたこと。

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）
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４．事業収支 （単位:円）

計画対比

69,000,000 69,000,000 0

利用料金 21,924,000 22,893,815 969,815

事業収入 2,687,200 2,435,280 △ 251,920

1,193,400 1,287,330 93,930

94,804,600 95,616,425 811,825

44,640,000 44,640,000 0

45,833,800 45,015,835 △ 817,965

1,879,200 2,379,562 500,362

3,920,400 2,612,547 △ 1,307,853

1,285,200 1,072,580 △ 212,620

8,930,800 7,717,726 △ 1,213,074

3,267,000 3,293,479 26,479

972,000 978,803 6,803

270,000 139,320 △ 130,680

3,132,000 3,189,691 57,691

329,400 475,698 146,298

11,551,626 11,821,622 269,996

2,278,488 2,458,032 179,544

8,017,686 8,876,775 859,089

4,330,800 5,685,402 1,354,602

0 0 0

94,804,600 95,341,237 536,637

0 275,188 275,188

　光熱水費

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

指定管理料

その他

収入計

人件費

管理費

　消耗品費

　燃料費

　印刷製本費

収　支

　修繕料

　通信運搬費

　広告料

　手数料

　保険料

　委託料

　賃借料

　その他

事業費（ソフト事業等）

一般管理費

支出計
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1.施設の概要 平成２８年度　

施設名

所在地

設置目的

設置の根拠

（法令、条例等）

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

事業概要

２．運営状況

計画対比

開館日数 ３６５日 ３６５日 －

開館時間 設定なし 設定なし －

３．利用実績

計画対比

延べ利用者数 ２０，０００人 ２０，６４０人 ６４０人

平均利用率 平均 ５４．７人／日 ５６．５人／日 １．８人／日

４．事業収支 （少年自然の家概要調書に含む）

市民がスポーツ及びレクリエーションに親しむことができる場を提供し、もって市民の健
康で明るく豊かな生活の形成に寄与する。

施設概要調書　　　　

四日市市水沢市民広場
所管課：こども未来部こども未来課
        　　　　　　　　　　青少年育成室

四日市市水沢町２５２－６３ 設置年月：平成　４年１０月１１日

四日市市水沢市民広場の設置及び管理に関する条例

施設の概要

設備の概要

１０，０００㎡

芝生広場
東屋、トイレ、水沢市民広場駐車場

・少年自然の家及び水沢市民広場の管理運営に関する業務。
・少年自然の家及び水沢市民広場の使用許可及び受入等に関すること。
・少年自然の家における主催事業の実施に関すること。
・少年自然の家の利用料金の徴収等に関すること。
・少年自然の家及び水沢市民広場の施設並びに付属施設や設備の維持管
理に関すること。
・その他、少年自然の家及び水沢市民広場の管理運営に関して四日市市
及び教育委員会が必要と認めたこと。

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書）
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チェックシート①

１．運営企画

計画対比

357日 357日 計画通り 適正に執行された。 適

8:30～17:30 8:30～17:30 計画通り
宿泊者がある場合、その活動時間に応じて対応する
等、適正に執行された。 適

65 64 計画通り 適正に執行された。※H29.1.15大雪のため中止 適

２．利用実績

計画対比

400 421 21 適正に執行された。 適

50,000 55,698 5,698 適正に執行された。 適

自然教室等（学校利用） 17,000 12,782 -4,218 適正に執行された。 適

青少年・一般・その他 17,000 14,833 -2,167 適正に執行された。 適

主催事業 16,000 16,112 112 適正に執行された。 適

平均 72.0% 73.0% 1.00% 適正に執行された。 適

平日 61.0% 61.0% 0.00% 適正に執行された。 適

土日祝 85.0% 86.0% 1.00% 適正に執行された。 適

３．事業収支

計画対比

21,924,000 22,893,815 969,815 適正に執行された。 適

69,000,000 69,000,000 0 適正に執行された。 適

2,687,200 2,435,280 △ 251,920 適

1,193,400 1,287,330 93,930 適

94,804,600 95,616,425 811,825 適

44,640,000 44,640,000 0 適

45,833,800 45,015,835 △ 817,965 適

1,879,200 2,379,562 500,362 適

3,920,400 2,612,547 △ 1,307,853 適

1,285,200 1,072,580 △ 212,620 適

8,930,800 7,717,726 △ 1,213,074 適

3,267,000 3,293,479 26,479 適

972,000 978,803 6,803 適

270,000 139,320 △ 130,680 適

3,132,000 3,189,691 57,691 適

329,400 475,698 146,298 適

11,551,626 11,821,622 269,996 適

2,278,488 2,458,032 179,544 適

8,017,686 8,876,775 859,089 適

4,330,800 5,685,402 1,354,602 適（条）

0 0 0

94,804,600 95,341,237 536,637 適

0 275,188 275,188 適

開館日数

開館時間

事業開催（回）

項目 実施計画 検証・分析等 適否実施内容

平成２８年度　四日市市少年自然の家　運営状況　チェックシート平成２８年度　四日市市少年自然の家　運営状況　チェックシート平成２８年度　四日市市少年自然の家　運営状況　チェックシート平成２８年度　四日市市少年自然の家　運営状況　チェックシート

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

　保険料

指定管理料

適正に執行された。

収入計

人件費 〔勤務体制：正職員7人、臨時職員8人〕

・管理費の「その他」や事業費はすべて
の主催事業の経費（材料費等）である。
毎月実施の「家庭の日応援プロジェク
ト」や施設開放等、全６５事業のうち、
参加費無料の事業が１９事業あったり、
出前講座や他団体との共催事業におい
て、「木ホルダーづくり」などの活動も
無料で行えるようにし、多くの参加者が
あったりしたため計画より支出が増額と
なった。しかし、施設内の電灯等のＬＥ
Ｄ化を進め、節水・節電に努めるなど職
員の経営努力により、燃料費及び光熱水
費の支出が抑えられ、施設維持管理費に
ついては、減額となった。

　

管理費

　消耗品費

　燃料費

　印刷製本費

　光熱水費

　修繕料

　通信運搬費

　広告料

　手数料

収　支

総合コメント
　市民への周知・ＰＲや利用者の拡大及びリピート利用に向けての働きかけが実を結び、利用者は昨年より減少していますが5万人を超えていま
す。収入については、利用料金収入が当初計画より伸びて約81万円増額となりました。支出については、当初計画より約53万円の増額となって
いますが、日常的に全職員が施設の日常点検の回数を増やし、簡易な修繕やふれあいの森の整備を作業員と職員とでこまめに行うことで施設管
理の経費削減に努めています。そのため、燃料費や光熱水費にかかる使用量は当初計画より約100万円も削減しています。これは、施設職員の努
力によるものと判断できます。引き続き、燃料費は料金単価が変動することから、高騰した場合に備えて使用量を更に抑えられるよう運営の在

り方や職員の節約に対する意識を高めていく必要があります。収支としては、約27万円の黒字となりました。

　委託料

　賃借料

　その他

事業費（ソフト事業等）

一般管理費

支出計

延べ利用者数

団体種
別利用
人数

自主事業収入

その他収入

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

利用料金収入

稼働率

※　その他：食堂委託業者からの光熱水費及びコインランドリーの収入

延べ利用団体数
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チェックシート① -２

適否判断

適

収入 適

支出 適

平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　運営状況　チェックシート①－２平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　運営状況　チェックシート①－２

事業
収支

事業分析

　今年度は、主催事業経費が計画より増額となりました。これは、少年自然の
家で体験できる活動をより多くの方に周知するために、参加費を無料とした主
催事業を設定したことに加え、他の施設との共催事業や出前講座を無料で開催
したことにより参加者が増加し、約25,000人（昨年度比10,000人増）の参加者
があったことで、材料費などのコストが計画より多くかかったことによるもの
です。
　作業員及び職員が日常的に施設内を点検し、簡易な修繕やふれあいの森の整
備を行ったり、施設の電灯等のLED化を進めたことによる節電や節水に努めた

りするなど、コストの削減に努め,支出を抑える努力を適切に行っています。

  昨年度から実施している市民への周知・ＰＲや利用者の拡大及びリピート利用
に向けての取り組みが着実に利用実績の向上へとつながり、昨年度より利用者
は減少しましたが、職員のきめ細やかなサービスが行き届くため、利用料金収
入及び自主事業収入が当初計画より約81万円増となりました。

  少年自然の家利用者は55,698人（水沢市民広場を利用した人はのべ20,640人）

となり、目標の50,000人を上回りました。多くの人が施設を訪れており、主な

要因としては、次の3点が考えられます。

①指定管理初年度の平成25年度から実施してきた年末年始の期間を除く全ての
期間の開館が利用者に定着してきたこと。
②利用者の声にしっかりと耳を傾け、ニーズに対応した事業や体験活動を実施
していること。
③自然の家職員の利用者への対応やサービスに対する評価が高いこと。
　また、利用者の満足度は98%と高い評価を受けています。さらに安全・安心
に活動してもらえるように、御在所岳登山や御在所スキー研修事業等におい
て、自然の家職員だけでなく、専門家を講師として招いたり、多くのボラン
ティアスタッフと協働して実施したりする運営力も高く評価できます。水沢市
民広場の利用者の減少については、毎年行われている水沢地区にある公共施設
合同イベントの利用者は横ばいでしたが、単発のイベントが、新名神高速道路
工事の関係で行われなかったことも影響しています。

項目

利用実績
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チェックシート②

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

業務従業者
の要件等

業務執行体制（各業務・作業責任者等）が明確になっている
か、また、変更した場合連絡先を市に届出されているか

書面確認
H28.4.1書面確認。
仕様書のとおり行われている。 適

法令等の遵
守

法令等で定められた書類を提出したか 書面確認
H28.4.1書面確認。関係法令に定めら
れたとおり行われている。 適

各業務計画書・報告書は提出されたか 書面確認
H28.4.1　事業計画書確認。H28.4.25
事業報告書確認。月次事業報告書で
確認。適切に執行されている。

適

自主事業の計画書・報告書は提出されたか 書面確認
H28.4.1　事業計画書確認。H28.4.25
事業報告書確認。月次事業報告書で
確認。適切に執行されている。

適

収支予算書・決算書は提出されたか 書面確認
H28.4.1　事業計画書確認。H28.4.25
事業報告書確認。月次事業報告書で
確認。適切に執行されている。

適

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡がなされている
か

現地確認
毎月の連絡調整会議にて十分に情報
共有が行われている。 適

各種業務計画書が整備、保管されているか 書面確認
毎月の連絡調整会議で書面を確認
し、適切に保管されている。 適

業務日誌等の報告書、点検記録は整備、保管されているか 書面確認
毎月の連絡調整会議で書面を確認
し、適切に保管されている。 適

整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管されているか
（事業期間終了時まで）

書面確認
毎月の連絡調整会議で書面を確認
し、適切に保管されている。 適

付保している保険を市に通知しているか（更新を含む） 書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

緊急事態発生時の対処マニュアル（緊急連絡網の掲示を含
む）が整備、保管されているか

書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

緊急発生時、ないし危険が予測される場合に直ちに措置を講
じたか

現地確認
書面確認

毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。緊急時に備える体制は整えられ
ている。

適

事故等の報告書が提出されたか
現地確認
書面確認

毎月の連絡調整会議にて確認。緊急
の事故等については速やかに報告さ
れるよう体制が整えられている。

適

点検・保守は確実に行われているか 書面確認
毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。適切に実施されている。 適

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施され
ているか

書面確認
毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。適切に実施されている。 適

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか 現地確認
H28.4.25市担当者が現地にて確認。
適切に実施されている。 適

点検・保守は確実に行われているか 書面確認
毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。適切に実施されている。 適

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施され
ているか

書面確認
毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。適切に実施されている。 適

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか 現地確認
H28.4.25市担当者が現地にて確認。
適切に実施されている。 適

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか 書面確認
H29.3.29書面確認。適切に実施され
ている。 適

外構施設
保守管理

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか 書面確認
毎月の連絡調整会議にて書面を確
認。適切に実施されている。 適

清掃業務 清掃 清掃は確実に行われているか
書面確認
現地確認

毎月の連絡調整会議で現地にて書面
及び清掃状況確認。仕様書通り行わ
れている。

適

業務が計画書に基づいて実施されているか
書面確認
現地確認

毎月の連絡調整会議で現地にて書面
及び清掃状況確認。仕様書通り行わ
れている。

適

不審者に対し適宜質問をしたり、警察へ通報する等のマニュ
アルを作成しているか

書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

鍵管理 マスターキー等の管理は適切か 現地確認
H28.4.25現地確認。仕様書通り行わ
れている。 適

防災 マニュアルは作成されているか 書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

樹木管理 剪定時期等は適切か
書面確認
現地確認

毎月の連絡調整会議で現地にて書面
及び状況確認。仕様書通り行われて
いる。

適

花壇管理 四季の植栽は適切か 現地確認
毎月の連絡調整会議で現地にて状況
を確認。適切に実施されている。 適

行事開催案
内

パンフレット類は整備されているか 現地確認
毎月の連絡調整会議で現地にて確
認。適切に整備されている。 適

ホームペー
ジ作成

ホームページは更新されているか ホームページ確認 随時確認。適切に実施されている。 適

機器管理 研修を実施しているか
書面確認
現地確認

月次報告書及び現地にて市担当者確
認。適切に実施されている。 適

更新・変更は常になされているか 書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

トラブルに対応したか 書面確認
H28.4.25書面確認。適切に実施され
ている。 適

平成２８年度平成２８年度平成２８年度平成２８年度    　少年自然の家及び水沢市民広場　業務の履行状況　チェックシート　少年自然の家及び水沢市民広場　業務の履行状況　チェックシート　少年自然の家及び水沢市民広場　業務の履行状況　チェックシート　少年自然の家及び水沢市民広場　業務の履行状況　チェックシート

総合コメント
　法令の規定及び仕様書で定めた書類の提出及び経理簿、保守点検の結果等適正に処理されていました。
　連絡調整会議では、毎月の利用状況、収支、職員の配置体制、保守点検の結果及び利用者アンケートの結果、翌月の自主事業
計画について協議・確認を行い、適正に処理していることを確認しました。

各種管理記
録等の整備
保管

非常時・緊
急時の対応

設備保守
管理

点検・保守

総則

建築物保
守管理

点検・保守

管理シス
テム受付
業務 システム管

理

報告書等の
提出

植物育成
管理業務

施設利用
案内

備品・什
器等保守
管理

警備業務

業務等
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チェックシート③

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

1
平成28年4月9日(土)
ジュニアスタッフ研修

対象：ジュニアリーダー
参加者固定：24人
期間：日帰り

登録者数：24人
参加者数：24人
・ワークショップ

　主催事業をサポートする中
学生までの希望者をスタッフ
として登録し、心構え等の研
修を行った。今後の事業に積
極的に参加させ、経験を積む
機会を与え、ゆくゆくは主催
事業のリーダーとして活躍し
ていけるよう取り組む必要が
ある。

適

2
平成28年4月10日(日)
ＲＥＤ隊①

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：53人
参加者数：44人
・保護者説明会
・入隊式
・交流会

　事業を始めるにあたり、保
護者に向けた説明会の開催
は、今後活動する中で必要な
ものと感じた。保護者も子ど
も達も何をするかを理解でき
たため、この事業に取り組む
意欲がわきやすいと思われ
る。

適

3

平成28年4月17日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト４月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：6家族15人
・自然観察
・竹箸・キーホルダーづくり

　雨天のため、参加人数が少
なく、ゆっくりした雰囲気の
中での活動となった。天気に
よって参加者が左右される事
業のため、雨でも来てみたく
なる事業の設定が必要だと考
えられる。

適

4

平成28年4月23日
(土)、24日(日)
春のワクワクふれあい
祭り

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り２日間
４施設合同イベント

参加者数：延べ5,836人
　　　　　23日：1,370人
　　　　　24日：4,466人
・遊び体験コーナー
・模擬店
・工作コーナー

　毎年行われている春の恒例
行事ではあるが、1日目は土曜
授業のため参加者は少なかっ
た。今後は日程を決定すると
きに市と確認しながら進めて
いくようにしたい。

適

5
平成28年4月29日(金)
グリーン隊①

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：37人
参加者数：34人
　（登録者数：37人）
・入隊式
・五感を使った自然観察
・タンポポ地図作り

　平成28年度初めての活動の
ため、レクリエーションで仲
間意識を高めた。その後、自
然の家周辺や星の広場に出か
けてタンポポの頒布を調べて
地図を完成させていた。

適

6

平成28年4月30日(土)
～5月1日(日)
まるごと自然の家！
（指導者養成）

対象：リーダー登録者
　　　（高校生、大学生、一
般）
参加者固定：18人
期間：1泊2日

応募者数：18人
参加者数：6人
・野外活動の実践
・リーダーとしてのスキル
アップ
・テント泊

　高校生を中心に、自然の家
主催事業等のサポートをする
ためのスタッフ養成講習で
あった。参加人数は少なかっ
たが、意欲的に取り組んでい
た。今後、自然の家の主催事
業に意欲的に参加できる機会
を取り入れることが必要であ
る。

適

7
平成28年5月3日(火)
山菜クッキング

対象：家族・一般
募集人数：60人
期間：日帰り

応募者数：83人
参加者数：78人
・山菜採取
・山菜の天ぷら試食

　この事業は、幅広い年代の
方々から参加をしていただけ
る人気の高い事業である。山
菜の見分け方などを学び、山
菜採取後、事前に用意してい
た山菜を調理していただい
た。自然を活かした満足度の
高い事業であった。

適

8

平成28年5月7日(土)
～8日(日)
ＲＥＤ隊②

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：1泊2日

参加者数：46人
・テント設営
・野外炊事
・キャンプファイアー
・自然体験

　参加者は初めてのキャンプ
のため、とまどいながらも楽
しく活動していた。ジュニア
スタッフを班付リーダーにし
て、経験を活かした活動がで
きるよう試みていた。プログ
ラムはつつがなく終了できて
いた。

適

平成２８年度　少年自然の家　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　少年自然の家　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　少年自然の家　自主事業の実施状況　チェックシート平成２８年度　少年自然の家　自主事業の実施状況　チェックシート
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項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

9
平成28年5月14日(土)
ちびっこ隊１－１

対象：小1～小3
募集人数：30人
期間：日帰り

応募者数：129人
参加者数：29人
・森の探検
・ネイチャーゲーム
・名札づくり

　参加対象が低学年向けの初
めての事業であったため、応
募率も高く、関心の高い事業
であった。森の探検や名札作
りなど、まずは自然の家に慣
れてさせていく取り組みで
あった。参加者の年齢に応じ
たプログラムであった。

適

#

平成28年5月15日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト５月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開
放）
期間：日帰り

参加者数：56家族219人
・お茶摘み体験
・手もみの製茶体験

　自然の家と地元との連携が
うまくできた事業である。参
加家族のうち、市外7、初参加
14家族で、市内外から参加者
がある人気の高い事業であ
る。お茶もみは時間がかかる
ため、待ち時間の案内や遊び
コーナーを設けるなど、飽き
させない工夫をしていた。

適

11

平成28年5月21日(土)
～22日（日）
プチサバイバルキャン
プ

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：1泊2日

応募者数：64人
参加者数：40人
・疑似災害時の生活体験
・野外炊事
・ドラム缶風呂

　防災がメインだったが、野
外活動と混合したプログラム
となり、事前準備不足もあ
り、一部のプログラムが実施
できなかった。だが、今後必
要になるかもしれない体験で
あり、満足度は高いもので
あった。

適
（条）

12
平成28年5月29日(日)
グリーン隊②

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：36人
・五感を使って自然とふれあ
う
①同じ匂いの葉っぱを探す
②ルリタテハの幼虫観察
③クリタマバチ、ナラメリン
ゴフシの虫の観察

 五感を使った自然観察を実施
した。同じにおいの葉っぱさ
がしや虫取り網を持って昆虫
採集や捕まえた虫の記録ス
ケッチなど意欲的に取り組ん
でいた。

適

13

平成28年6月11日(土)
～12日(日)
グリーン隊③

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：1泊2日

参加者数：37人
　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘ-ﾀﾞ-:2人）
・内部川水生生物観察
・ホタル観賞
・モリアオガエルの観察

　参加率１００％の事業で
あった。内部川の水生生物を
捕まえたり、夜はあらかじめ
仕掛けたトラップに寄ってき
た昆虫を観察したりするな
ど、参加者に満足度の高い事
業であった。自然の家にふさ
わしい活動内容であったと思
われる。

適

14
平成28年6月18日(土)
ちびっこ隊１－２

対象：小1～小3
参加者固定：33人
期間：日帰り

参加者数：31人
・マッチの火つけ
・レクリエーション
・キーホルダーづくり

 　同じメンバーで2回目の活
動のため、子ども達が戸惑う
ことなく活動できていた。
マッチの火付けは初めて触る
子が多く、興味深い体験と
なった。低学年児童が対象
で、長時間集中できずにすぐ
に遊ぶ参加者もいるため、プ
ログラムに工夫があった。

適

15

平成28年6月19日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト６月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開
放）
期間：日帰り

参加者数：16家族53人
・クラフト体験

　参加家族は16家族中リピー
ターが11家族と家庭の日の活
動が周知されているとみられ
る。雨天のため、川遊びの予
定をクラフトに変更した。家
庭の日は幼稚園児を連れた親
が多いため、幼児向けのクラ
フトの対応が求められる。

適

16

平成28年6月26日(日)
ＲＥＤ隊③

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：38人
・森の運動会
・テント設営

　班別活動で、敷地内を回
り、ミッションをクリアして
いた。内容が班別競争だった
ため、坂を駆け下りたりする
など危険な点もあった。参加
者の動向に注意を払いつつ、
班内の交流を深めていけるよ
う指導をお願いした。

適
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17

平成28年7月2日(土)
ちびっこアウトドア
デイキャンプ

対象：小1～小3
募集人数：30人
期間：日帰り

応募者数：248人
参加者数：37人
・テント遊び
・野外炊事
・川遊び
・魚つかみ

　応募率が8倍となり、人気の
高い事業である。低学年のメ
ニューの需要の高さがうかが
える。内容もキャンプ体験の
ため、とても満足度の高いプ
ログラムとなった。

適

18
平成28年7月3日(日)
生き物見つけ隊

対象：家族・一般
募集人数：50人
期間：日帰り

応募者数：102人
参加者数：71人
・魚つかみ
・生き物探し

　魚つかみから焼いて食べる
という流れが定着しつつあ
る。命の大切さを学ぶいい機
会のため、食育指導があれば
なお良いと思われる。生き物
を見つける時間が少なかった
が、参加者は楽しそうに活動
に参加していた。

適

19
平成28年7月9日(土)
グリーン隊④

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：35人
・トラップによる昆虫採集
・昆虫観察

　雨天の活動となり、プログ
ラムを一部変更して実施し
た。昆虫のスケッチを行い、
屋内の活動として、木の実を
潰して石鹸つくりを行ってい
た。自然の家らしい取組で
あったので、このまま活かし
ていきたい活動である。

適

20
平成28年7月10日(日)
ＲＥＤ隊④

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：38人
・カヤック体験
・野外炊事
・竹箸、スプーンつくり

　カヤック体験や、野外炊事
では仲間と協力して事業を実
施していた。参加人数の関係
上カヤックの裏プログラムで
竹箸つくりを行っていたが、
完成させることができずにい
た参加者もあったため、時間
配分の見直しを指導した。

適
（条）

21

平成28年7月17日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト７月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開
放）
期間：日帰り

参加者数：78家族183人
・川遊び
・ツリーハウス登頂体験
・クラフト

　川遊びをメインに事業を
行った。生き物探しをする家
族と水遊びをする家族のすみ
わけもできていた。夏の時期
のため小川遊びの満足度が高
く、継続していける事業だと
思われる。

適

22
平成28年7月23日(土)
ちびっこ隊１－３

対象：小1～小3
参加者固定：33人
期間：日帰り

参加者数：29人
・テント遊び
・野外炊事
・川遊び
・魚つかみ
・修了式

 事業も3回目で、これまでの
内容をおさらいする形のため
参加者も手際良く活動でき
た。また、魚つかみの時に命
の尊さを学ぶ食育を行ってい
た。低学年児を対象とした事
業を実施したことは自然の家
にとっても良い感触であった
と思われる。

適

23
平成28年8月8日(月)
アウトドアセミナー①

対象：市内の小中学校教諭
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：51人
参加者数：51人
・野外炊事
（理論と実技）

　教育委員会事務局指導課と
の連携事業で、若手教員のた
めの研修会である。野外炊事
の指導の実技を、自然の家の
職員が行った。青少年の健全
育成の担い手である教員に対
して、自然の家の果たす役割
が大きいと感じた。

適

24
平成28年8月8日(月)
アウトドアセミナー②

対象：市内の小中学校教諭
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：43人
参加者数：43人
・カヤック体験
（理論と実技）

　教育委員会事務局指導課と
の連携事業で、自然教室にお
ける人気プログラムを体験
し、自然教室の指導内容の参
考になるよう計画された研修
会である。青少年の健全育成
の担い手である教員に対し
て、自然の家の果たす役割が
大きいと感じた。

適
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25

平成28年8月10日
(水)、11日(木)
家族でカヤック体験

対象：家族・一般
募集人数：160人
　（各回10組20人、4回）
期間：日帰り2日間

応募者数：373人
参加者数：297人
・カヤック体験

　人気事業のため応募者が定
員の倍以上あった。多くの方
に体験してもらえるように１
日４回の予定を５回に増やし
て対応していた。指導にあた
る職員は事前研修を積み、陸
上と水上からそれぞれ監視に
あたり、安全面には十分な配
慮をしていた。

適

26

平成28年8月21日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト８月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：49家族185人
・魚つかみ
・ツリーハウス登頂体験
・生き物探し

　7月に引き続き、川遊びを計
画したが、川遊びに人が集中
し混雑を防ぐため、ザリガニ
釣りや的当てなどの遊びを設
定していた。参加者の9割は、
号外チラシを見てきたという
結果から、広報活動の成果が
見られた。

適

27

平成28年8月22日(月）
～24日（水)
エンジョイ！夏キャン
プ

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：2泊3日

応募者数：74人
参加者数：47人
・テント設営
・カヤック体験
・野外炊事
・ドラム缶風呂

　この事業は皇學館大学の生
徒がスタッフとなり運営の補
助を行った。たくさんスタッ
フの目がある中で子どもたち
が楽しめるように運営してい
た。自然の家と大学側スタッ
フとの連携が今後もできるよ
うにつながりを大切にしてい
きたい。

適

28
平成28年8月28日(日)
グリーン隊⑤

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：25人
・セミの抜け殻調査

　セミの抜け殻がある木や抜
け殻の向き、地面からの高さ
を記録する観察を行い、セミ
の種類の調査手法を学んでい
た。このようにグリーン隊な
らではの活動は、参加人数が
少なくても大切にしていきた
い。

適

29

平成28年9月4日(日)
森のオープンデー

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
携帯：日帰り

参加者数：2,690人
・自然と生き物とのふれあい
体験活動
・クラフトづくり
・丸太切り
・昆虫さがし

　天候もよく、他団体も含む
１７ブースで工作や昆虫探し
などを行った。アンケートか
ら、1/4が初めて利用する方で
あり、チラシ配布外の地域か
らも参加していただいた。
ホームページ等の広報活動の
努力の成果が表れている。

適

30

平成28年9月10日(土)
～11日(日)
ＲＥＤ隊⑤

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：1泊2日

参加者数：42人
・テント設営
・薪割り
・野外炊事
・体験遊びリンピック準備

　1日目はキャンプ活動で野外
炊事等を行い、2日目は１０月
に行われる「子ども体験遊び
リンピック」の企画・準備が
主な活動内容であった。子ど
もたちは、積極的に打ち合わ
せを行ない、リハーサルも行
うことができていた。

適

31

平成28年9月18日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト９月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：6家族17人
・グラウンドゴルフ大会

　雨天のため、星の広場で行
われるグラウンドゴルフは参
加者が少なく、代替として、
テントを張り、クラフトコー
ナーを準備した。次回はこの
内容を踏まえ、事業内容の見
直し等を指導した。

適
（条）

32
平成28年9月19日(月)
グリーン隊⑥

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：32人
・バッタ、赤とんぼ採集
・バッタ、赤とんぼ観察

　バッタは棲息する場所（草
の高さの違い）によって、種
類が違う等を調査する内容で
あった。参加者は図鑑を見な
がら、バッタの種類が違うこ
との理由を考えるなど、有意
義な活動となるよう計画・運
営ができていた。

適
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33

平成28年9月24日
(土)、25日(日)
秋のワクワクふれあい
祭り

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
4施設合同イベント
期間：日帰り

参加者数：延べ5,861人
　　　　　24日：775人
　　　　　25日：5,086人
・クラフト
・ステージ
・工作コーナー

　星の広場は特設ステージを
設置し、ダンスや太鼓等の実
演があった。星の広場と自然
の家をつなぐスタンプラリー
を行い、参加者を誘導でき
た。参加者は延べ5千人を超
え、自然の家の知名度の向上
がうかがえた。

適

34

平成28年10月1日(土）
～2日（日)
家族でキャンプ

対象：家族・一般
募集人数：40人
期間：1泊2日

応募者数：69人
参加者数：10家族38人
・テント設営
・野外炊事
・テント泊

　天候が悪い中で、一部予定
を変更したが、テント泊、野
外炊事、オリエンテーリング
を行った。利用者アンケート
はキャンプファイヤーやカ
ヤック体験の希望もあり、時
期を再考して次年度へつなげ
ていきたい事業である。

適

35
平成28年10月9日(日)
グリーン隊⑦

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：31人
・葉っぱの観察
・生き物地図づくり

　ふれあいの森で採取したオ
ニグルミの殻を割って試食し
たり、森の中から葉っぱを探
すプログラムを実施したりし
た。森の中で木の実や葉っぱ
の実物を見せ、触れる体験を
行うことも、自然の家にふさ
わしい活動と思われる。

適

36
平成28年10月10日(月)
ＲＥＤ隊⑥

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：43人
・子ども体験遊びリンピック
運営

　前回計画した内容の運営を
行った。参加者が昨年度より
増加したが、準備から片付け
まで隊員同士が協力して行
い、連携ができるようになっ
てきた。人材育成として行わ
れている事業が軌道に乗って
きている。

適

37

平成28年10月10日(月)
子ども体験遊びリン
ピック

対象：家族・一般
募集人数：なし（星の広場開
放）
期間：日帰り

参加者数：940人
・空き缶積チャレンジ
・竹馬
・ミニボウリング
・紙飛行機飛ばし

　職員が全体的な管理を行
い、様々な体験コーナーの企
画・運営をRED隊が担当し、円
滑に進められていた。昨年度
の反省から、遊びのブースを
増やしたことにより、昨年度
より来場者数は増え、満足度
が高い事業となった。

適

38
平成28年10月15日(土)
ちびっこ隊２－１

対象：小1～小3
募集人数：30人
期間：日帰り

応募者数：69人
参加者数：33人
・森の探検
・ツリーハウス登頂体験
・名札づくり

　３回実習のうち１回目とい
うことで、参加者の交流を深
めることを優先した。森探
検・ツリーハウス登頂・ネイ
チャーゲーム・名札つくりで
交流を図り、仲間づくりの意
識を芽生えさせていた。

適

39

平成28年10月15日(土)
～16日(日)
山のぼり隊

対象：小4～中3
募集人数：24人
期間：1泊2日

応募者数：19人
参加者数：17人
・御在所岳登山

　三重県山岳連盟に協力依頼
し、当日は山岳連盟スタッフ
による補助のもと、安全に十
分な配慮を行い、予定通りに
実施できた。今年度より、旅
行業法により申し込み方法が
変更となったが混乱なく実施
できた。

適

40

平成28年10月16日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト １０月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：78家族268人
・かぼちゃのランタン工作
・遊びコーナー

　ハロウィン風工作を行っ
た。参加した78家族中リピー
ターが63家族あり、自然の家
の知名度が上がったことを実
感できた。参加者が多く、活
動場所が不足するということ
があったが、利用者の満足度
は高かった。

適
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41
平成28年11月3日(木)
アウトドアクッキング

対象：家族・一般
募集人数：50人
期間：日帰り

応募者数：199人
参加者数：69人
・蒸し鶏の丸焼き
・石窯ピザづくり

　野外での調理体験は人気が
高く、毎年応募されるリピー
ターの家族や市外からの申し
込みも増えてきた。計画の段
階から、参加者の満足度が高
くなるよう努力している結果
である。石窯で焼くピザはと
ても好評であった。

適

42
平成28年11月13日(日)
ＲＥＤ隊⑦

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：42人
・野外炊事
・イベント企画、立案

　次回の計画・準備を行っ
た。打ち合わせは、活発に意
見交換をする姿が見られた。
野外炊事では、後片付けやご
み掃除などを率先して行う姿
があった。職員が丁寧に観察
し、必要な助言を行うことで
円滑な運営ができている。

適

43
平成28年11月19日(土)
ちびっこ隊２－２

対象：小1～小3
参加者固定：33人
期間：日帰り

参加者数：30人
・マッチの火つけ
・レクリエーション
・キーホルダーづくり

　野外炊事と、キーホルダー
作りを行った。初めてマッチ
の火付けをする子がいるた
め、十分な練習時間を取って
いた。食後のレクリエーショ
ンも参加者のリクエストを聞
き、サポートスタッフが臨機
応変に対応していた。

適

44

平成28年11月20日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト １１月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：12家族50人
・バードウォッチング
・クラフトコーナー

　バードウオッチングと野鳥
に関するクラフト（バード
コール作り、野鳥スタンプを
使ったキーホルダー）を行っ
た。講師とスタッフとで野鳥
の解説や双眼鏡の扱い方など
詳しく説明したことで、参加
者にとって満足度の高い事業
となった。

適

45
平成28年11月23日(水)
もみじ祭り歩こう会

対象：家族・一般
募集人数：100人
　※もみじ祭り実行委員会が
募集
期間：日帰り

応募者数：177人
参加人数：177人
・少年自然の家からふれあい
牧場経由で宮妻峡までの
ウォーキング

　昨年とコースが一部変更さ
れたが、参加者が景色や会話
を楽しみながら安全にゴール
できるよう職員が無線で連絡
を取り合いながら、参加者の
ペースに合わせて一緒にゴー
ルまで歩いていた。地域貢献
に一役買っていた。

適

46
平成28年11月27日(日)
グリーン隊⑧

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：30人
・木の実、種の採取
・観察、スケッチ
・どんぐりの試食

　様々な種類の植物の種を採
取し、その移動手段を学ぶ内
容であった。雨天のため野外
の採取時間が少なく、屋内で
の種の観察時間が多くなっ
た。集中力が持続しない参加
者もいて、プログラムの組み
立てに課題が残った。

適
（条）

47

平成28年11月27日(日)
木のクリスマスリース
づくり

対象：家族・一般
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：93人
参加者数：74人
・自然物を使ったクリスマス
リーズづくり

雨天のため、リースの材料で
ある木の実拾いを中止し、事
前にスタッフが採取した木の
実を使ってリースを作成して
いた。作業員や自然の家ス
タッフが見回り、作業の補助
を行うことにより利用者の満
足度が高い事業であった。

適

48

平成28年12月3日(土)
～4日(日)
ミステリーキャンプ

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：1泊2日

応募者数：35人
参加者数：32人
・班で協力して取り組みゲー
ム
・野外炊事

　班で協力してミッションを
クリアし、パズルのピースを
集め、最終回答を導き出すプ
ログラムであり、野外炊事や
施設全体を利用した参加者の
満足度がとても高い内容で
あった。

適
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項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

49
平成28年12月11日(日)
ＲＥＤ隊⑧

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：40人
・野外炊事
・イベント準備、実践

　前回のRED隊で決めた役割分
担をもとに、隊員同士が相手
をもてなすクリスマスパー
ティーを実施した。自分の仕
事が終わったら、仲間を手伝
い、ゴミ拾いを率先してして
行う姿が見られ、参加者の成
長がみられた。

適

50
平成28年12月17日(土)
ちびっこ隊２－３

対象：小1～小3
参加者固定：33人
期間：日帰り

参加者数：31人
・野外炊事
・ものづくり
・修了式

同じメンバーにて3回目の実施
であり、野外炊事やスノー
ドーム作りなど手際よく活動
を行っていた。この事業は利
用者・保護者とも非常に満足
度が高く、スタッフの努力に
より充実した事業になった。

適

51

平成28年12月18日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト１２月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：23家族73人
・クリスマス関連創作コー
ナー
・ツリーハウス登頂体験

　屋内ではクリスマスの雰囲
気を感じられるようキャンド
ルライトや松ぼっくりツリー
を作っていた。屋外でもクリ
スマスの飾りつけをしたツ
リーハウス登頂体験や、サン
タの衣装を着て写真撮影な
ど、参加者が楽しめるような
運営が行われていた。

適

52

平成28年12月23日(金)
手づくりミニ門松づく
り

対象：家族・一般
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：297人
参加者数：101人
・自然物を使ったミニ門松づ
くり

　毎年人気のあるプログラム
のため、今年度は午前、午後
と2回に分けて行った。また、
開始前に門松に関する豆知識
を配布し門松の意味を伝えた
ことにより、ミニ門松作成の
取り組みが熱心になり、利用
者満足度も高かった。

適

53
平成28年12月25日(日)
グリーン隊⑨

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：29人
・野鳥観察
・巣箱設置

　日本野鳥の会から講師を招
き、自然の家周辺の野鳥を剥
製で確認しつつ、くちばしと
餌の関係性を学んだ。野外で
の野鳥観察と巣箱作りなど野
鳥に親しみを持たせる内容で
あった。グリーン隊ならでは
の企画であった。

適

54

平成29年1月15日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト１月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：－家族－人
・餅つき体験

　大雪（施設周辺の積雪は約
70㎝）により施設利用が不可
となったため、事業を中止し
た。

－

55

平成29年1月21日(土）
～22日（日）
ＲＥＤ隊⑨

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：38人
・野外炊事
・雪かき体験
・修了記念品づくり

 自然の家の駐車場の案内看板
をタイルを使って作成した。
参加者を4班に分け、皆が協力
してできるように工夫されて
いた。また、野外炊事時に炊
事場付近の雪かきも行い、大
雪も体験活動の一環として取
り組んでいた。

適
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項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

56

平成29年1月22日(日)
新名神四日市西トンネ
ル（仮称）見学会

対象：家族・一般
募集人数：100人
期間：日帰り

応募者数：484人
参加者数：30家族91人
・建設中のトンネル見学

　中日本高速道路工事現場の
作業員協力のもと、掘削中の
トンネル内部を見学する貴重
な体験を行った。自然の家外
の活動のため、受付時に混雑
が生じたため、次回の反省と
した。利用者の満足度はとて
も高かった。

適
（条）

57

平成29年1月29日(日)
グリーン隊⑩

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：29人
・森探検
・里山保全学習

　里山は生き物が生息する場
所として必要なこと、その里
山を守るために間伐が必要な
事を学んだ後、里山保全活動
を行った。隊員にとって、大
好きな生き物を守るために、
一生懸命に活動できていた。

適

58

平成29年2月4日(土)～
5日(日)
思いっきりスキー

対象：小4～中3
募集人数：30人
期間：1泊2日

応募者数：45人
参加人数：31人
・御在所スキー場でのスキー
体験
・雪山体験

　事前に参加者のスキーレベ
ルを把握し、鈴鹿スキークラ
ブから講師を招いて実施し
た。小グループには、職員の
他、スキー経験者のボラン
ティアスタッフが配置されて
おり、参加者を適切にフォ
ローしていた。

適

59

平成29年2月12日(日)
新名神四日市西トンネ
ル（仮称）見学会

対象：家族・一般
募集人数：100人
期間：日帰り

応募者数：328人
参加者数：29家族85人
・建設中のトンネル見学

雪が降る中、工事現場の方々
と一緒に工事中のトンネル現
場を見学していた。工事関係
者の詳しい説明を聞き、めっ
たにできない体験ができたと
満足度の高い事業であった。

適

60

平成29年2月19日(日)
家庭の日応援プロジェ
クト２月
　森のオープンデー

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：2,077人
・木の遊びブース
・創作活動
・木こり体験
・バードウォッチング

　自然の家の活動以外にも、
バードウォッチングや木の
ジャングルジムのブースを民
間の団体に協力して行うな
ど、それぞれの良さを合わせ
て、事業を運営できていた。
チラシを作成・配布する努力
が参加者数に現れている。

適

61
平成29年2月26日(日)
グリーン隊⑪

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：23人
・冬芽さがし
・冬の生き物探し

ふれあいの森で1人20種類を目
標とした冬芽の採取・観察を
行った。参加者は意欲的に取
り組んでいた。季節に応じた
内容を実施し、冬の自然に触
れる活動が行われていた。

適

62
平成29年3月5日(日)
化石ハンター

対象：小4～中3
募集人数：40人
期間：日帰り

応募者数：36人
参加者数：27人
・化石採掘体験
・化石の学習

　化石採取場所への移動や活
動する場所での注意を丁寧に
話し、参加者の安全に十分配
慮して実施できた。講師は、
地学が専門の元小学校長を招
き、化石の成り立ちなど楽し
く実技を交えて学ぶ機会を提
供していた。

適

63
平成29年3月11日(土)
グリーン隊⑫

対象：小4～中3
参加者固定：37人
期間：日帰り

参加者数：31人
・フィールドサイン(生き物の
　痕跡）探し
・生き物地図発表会
・修了式

　1年間の集大成として、自分
達でテーマを設定し、生き物
を観察・記録したことを発表
した。１年間の活動を通じて
参加者が昆虫以外にも興味を
持つことで視野が広がったこ
と、仲間同士の交流ができた
ことが収穫であった。

適
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64
平成29年3月12日(日)
ＲＥＤ隊⑩

対象：小4～中3
参加者固定：47人
期間：日帰り

参加者数：40人
・修了パーティー
・修了式

　1年間の集大成として、野外
炊事と終了パーティーを行っ
た。参加者が手際よく準備を
進め、他班が遅れていたら手
伝うなど、仲間と協力し、課
題を解決する力を養うという
年間目標を達成することがで
きていた。

適

65

平成29年3月19日(日）
家庭の日応援プロジェ
クト３月

対象：家族・一般
募集人数：なし（施設開放）
期間：日帰り

参加者数：64家族224人
・木のおうちをつくろう
・のこぎり体験
・カンナ体験

　親子で工作・参加できる企
画であった。子ども達は普段
のこぎりやカンナを使用する
機会がないため、親が危険を
教えながら、子ども達が刃物
の扱いについて学ぶなど、親
子のふれあいとしてよくでき
た企画であった。

適

総合コメント
　施設の設置目的に沿い、自然体験事業や人材育成事業が積極的に実施されました。本社の安全監査委員会の指導の下、安
全管理マニュアルを全職員で見直し、それに基づき参加者の安全を第一に、無理することなく事業の実施や変更、中止の判
断を的確に実行できています。スタッフの創意工夫のもとバラエティー豊かなプログラムが提供されました。職員全体で打
ち合わせや下見に充分時間をかけ、周到な準備の下に実施されました。参加者が少ない冬場にも利用率を上げる努力をし、
ニーズに合った事業を行いました。また、応募型の事業について、募集予定人数を大きく上回った事業がいくつかありまし
たが、柔軟に対応できる部分もあり、利用者の満足度の向上に寄与しています。一方、今年度からジュニアスタッフが主催
事業の多くでサポートスタッフとともに職員を助け、運営を補助する役割を担いました。青少年の健全育成という観点にお
いて、運営補助だけでなく、さらに子どもたちが力を発揮できるよう企画にも参画できる場面を設定するなど、質の高い人
材育成に寄与する事業の実施を期待します。
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チェックシート④

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡が
なされているか

現地確認
毎月実施している連絡調整会
議のほか電話・メール等でも
連絡を密に取っている。

適

記録
整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管さ
れているか

書面確認
現場確認

毎月実施している連絡調整会
議で点検結果表を確認。
適切に保管されている。

適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

修理 修繕工事は適切であったか
書面確認
現場確認

市担当者が確認。適切に実施
されている。

適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認。

適

修理 修繕工事は適切であったか
書面確認
現地確認

市担当者が確認し、適切に
実施されている。

適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

修理 修繕工事は適切であったか
書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

修理 修繕工事は適切であったか
書面確認
現場確認

月次報告書及び連絡調整会議
で
現場確認

適

平成２８年度平成２８年度平成２８年度平成２８年度    少年自然の家及び水沢市民広場　設備・備品の維持管理状況　チェックシート少年自然の家及び水沢市民広場　設備・備品の維持管理状況　チェックシート少年自然の家及び水沢市民広場　設備・備品の維持管理状況　チェックシート少年自然の家及び水沢市民広場　設備・備品の維持管理状況　チェックシート

備品・什
器等保守
管理

点検保守

外構施設
保守管理

点検保守

総合コメント

　少年自然の家は、建築後、本館（昭和62年建築）は31年、分館（昭和48年建築）は44年経過しているため、
経年劣化に伴う軽微な不具合について施設修繕の機会が増えています。専門性が高いものを除き、職員や作業員
が修繕を行うことで経費削減に努めています。修繕の実施についても、毎月開催する市と指定管理者との連絡調
整会議において確認しています。

総則

建築物保
守管理

点検保守

設備保守
管理

点検保守
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チェックシート⑤

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

スムーズに予約できたか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

許可証は速やかに発行されたか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

行事開催案内の時期は適切か 書面確認
市広報、ホームページ及び募集チ
ラシを確認　適切に実施されてい
る。

適

ホームページは見易いか HP確認 適切に作成されている。 適

担当者の接客態度は良かったか
アンケート結果
及び現地確認

利用者アンケート結果「大変満
足」「満足」を選択された割合。
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。

適

使用者に対する指導は適切であったか
アンケート結果
及び現地確認

利用者アンケート結果「大変満
足」「満足」を選択された割合。
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。

適

業務従業者は名札を着用しているか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

運営業務 講座やイベントは満足できる内容であったか
アンケート結果
及び現地確認

利用者アンケート結果「大変満
足」「満足」を選択された割合。
自主事業について市職員が現地で
モニタリング実施。適切に実施さ
れている。

適

施設が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

アンケート結果
及び現地確認

利用者アンケート結果「大変満
足」「満足」を選択された割合。
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。

適

設備が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

アンケート結果
及び現地確認

利用者アンケート結果「大変満
足」「満足」を選択された割合。
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。

適

トイレットペーパー、消毒用品、手洗い用石
鹸は常に補給されているか 現地確認

毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

全体的（駐車場を含）に、見た目清潔に保た
れているか 現地確認

毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

警備業務 避難経路には障害物がないか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

機能・美観が良好な状態に保たれ、利用者が
安全に利用することができるか 現地確認

毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか 現地確認

毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

樹木・花壇は見栄え良く管理されているか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

草刈りや除草はされているか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

環境衛生管
理業務

快適に利用できる環境となっていたか 現地確認
毎月の連絡調整会議において現地
で確認。適切に実施されている。 適

廃棄物処理
業務

廃棄物は適切に分別が行われていたか 現地確認 適切に実施されている。 適

備品管理業
務

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか 現地確認 適切に実施されている。 適

維
持
管
理
業
務

平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　サービスの質　チェックシート平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　サービスの質　チェックシート平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　サービスの質　チェックシート平成２８年度　少年自然の家及び水沢市民広場　サービスの質　チェックシート

運
営
業
務

総合コメント
　施設利用者及び主催事業参加者に施設利用等の満足度及び改善点のアンケート調査を行い、指摘及び要
望については、職員間で情報共有し、速やかな対応に努めています。
  職員間で入念な打ち合わせを行うことによる準備、現場状況の的確な把握により、サービスの質の向上
に努めています。

施設・設備
の保守管理
業務

外構・植栽
管理業務

清掃業務

使用許可、
利用料金の
徴収

施設・利用
案内

受付・応対
業務
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